
東林館高等学校通信教育実施計画 

 

科目名 歴史総合 単位数 ２単位 

教材 
教科書：新選歴史総合（東京書籍） 

副教材：なし 

添削指導（ﾚﾎﾟｰﾄ） 全６回 

面接指導（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ） ２時間 

学習評価 

(観点別評価) 

 添削指導 面接指導 定期試験 放送 ※希望者のみ 

（東京書籍インターネット講座） 

減免可能 

１時間まで 知識・技能 60％ 40％ 

思考・判断・表現 60％ 40％ 
定期試験 

前期１回 

後期１回 主体的態度 80％ 20％ 0％ 

単位の認定 

①レポート：規定回数のレポートを提出し、合格すること。 

②スクーリング：規定回数の全ての回に出席すること。 

③定期試験：前期試験、後期試験を受けること。 

④評定は、観点別評価をふまえ総合的に判断する。達成状況と評定の関係は次の通りとする。 

〔～２割：１、2 割～４割：２、４割～７割：３、７割～９割：４、9 割～：５〕 

 

指導計画 

科目の目標 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉

え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関す

る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に着けようとする。 

単元・学習内容 添削指導（レポート） 面接指導（スクーリング） 放送（東京書籍インターネット講座） 

第 1 章 歴史の扉 

1 節 歴史と私たち 

2 節 歴史の特質と資料 

第 2 章 近代化と私たち 

1 節 近代化への問い 

2 節 結び付く世界と日本の開

国 

3 節 国民国家と明治維新 

4 節 近代化と現代的な諸課題 

【第１回】 

・第１章１節・２節 

【第２回】 

・第１章３節・４節 

 

【第１回】 

・第１章１節・２節【第２

回】 

 

①教科書の内容に対応

する動画をすべて視聴

すること。 

②単元テストの問題に

すべて取り組むこと。 

 

① ②を完了した場合、

面接指導（スクーリ

ング）の出席回数を

最大で１時間減免

できる。 

第 3 章 国際秩序の変化や大衆

化と私たち 

1 節 国際秩序の変化や大衆化

への問い 

2 節 第一次世界大戦と大衆社

会 

3 節 経済危機と第二次世界大

戦 

4 節 国際秩序の変化や大衆化

と現代的な諸課題 

【第３回】 

・第３章１節・２節 

【第４回】 

・第３章３節・４節 

 

第 4 章 グローバル化と私たち 

1 節グローバル化への問い 

2 節 冷戦と世界経済 

3 節 世界秩序の変容と日本 

4 節 現代的な諸課題の形成と

【第５回】 

・第４章１節・２節 

【第６回】 

・第４章３節・４節 

 

【第２回】 

・第４章１節 
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